
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面及び下面を備えるメインフレームと、該メインフレームの上面側に前後方向へ移動
可能に配設されるイジェクトプレートと、該イジェクトプレートに取り付けられるイジェ
クトボタンと、前記メインフレームの下面を覆うためのロアカバーとを備えたＦＤＤに用
いられるＦＤＤイジェクトボタンガイド構造において、
　
　前記メインフレーム又は前記ロアカバーに、

イジェクトボタンをガイドするためのガイド片を設けたことを特徴とするＦＤＤイ
ジェクトボタンガイド構造。
【請求項２】
　前記イジェクトボタンが前記イジェクトプレートの移動方向とは異なる方向の外力を受
けたとき、前記ガイド片が前記イジェクトボタンを支持する支持部材として働くことを特
徴とする請求項１に記載のＦＤＤイジェクトボタンガイド構造。
【請求項３】
　前記ガイド片が前記メインフレーム又は前記ロアカバーから切り起こされて形成されて
いることを特徴とする請求項１又は２に記載のＦＤＤイジェクトボタンガイド構造。
【請求項４】
　前記ガイド片が前記イジェクトボタンの底面に接触又は所定の距離を置いて対向するよ
うに形成されていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のＦＤＤイジェク
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前記イジェクトボタンの側面に前後方向に延びる溝又はスリットを設けるとともに、
前記溝又はスリット内にその一部が侵入し

て前記



トボタンガイド構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、フレキシブルディスクドライブ（ＦＤＤ）に関し、特にそのイジェクトボタン
のガイド構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、フレキシブルディスクドライブ（以下、「ＦＤＤ」とも略称する。）は、
それに挿入されたフレキシブルディスク（以下、「ＦＤ」とも略称したり、「メディア」
とも称する。）の円板状磁気記録媒体に対してデータの記録再生を行うための装置である
。そして、このようなフレキシブルディスクドライブは、ラップトップ・パソコンやノー
ト型パソコン、あるいはノート型ワープロ等の携帯型電子機器に搭載される。
【０００３】
従来のフレキシブルディスクドライブは、フレキシブルディスクの磁気記録媒体に対して
データの読出し／書込みを行う磁気ヘッド、この磁気ヘッドをフレキシブルディスクに対
して所定の半径方向に沿って移動可能に先端で支持するキャリッジアセンブリ、このキャ
リッジアセンブリを上記所定の半径方向に沿って移動させるステッピングモータ、フレキ
シブルディスクを保持しつつ磁気記録媒体を回転駆動するスピンドルモータ等のＤＤ（ダ
イレクトドライブ）モータ、及びこれらを搭載するためのメインフレーム等を有している
。
【０００４】
従来のフレキシブルディスクドライブは、メディアを回転駆動させるスピンドルモータを
搭載する専用のモーターフレームをも備えていた。これは、スピンドルモータの回転速度
を検出するために周波数発生パターンをプリント配線基板上に形成する必要があり、この
プリント配線基板を直接メインフレームに取り付けるよりも、別のフレーム上に設けた方
が都合がよかったからである。そのため、従来のフレキシブルディスクドライブは部品点
数が多く、組立て工数も多いという問題があった。この問題を解決するために、本出願人
は、周波数発生パターンを使用することなく、スピンドルモータの回転速度を制御する方
法を既に提案し（特開２００１－１７８１８５号公報参照）、さらに、スピンドルモータ
を搭載するモータフレーム部分をメインフレームと一体に１ピースで構成したフレキシブ
ルディスクドライブも既に提案（特開２００１－１８４７７４号公報参照）している。
【０００５】
次に、図１及び図２を参照して、上記提案したフレーム構造を有する３．５インチ型フレ
キシブルディスクドライブについて説明する。図１は、その主要部の分解斜視図、図２は
、図１の構成にロアカバー及びフロントパネルを取り付けた状態を前面側からみた斜視図
である。
【０００６】
図示のフレキシブルディスクドライブは、３．５インチ型フレキシブルディスクを駆動す
るための装置である。挿入されたフレキシブルディスクは、図１及び図２の矢印Ａに示す
方向からフレキシブルディスクドライブ中に挿入される。挿入されたフレキシブルディス
クは、ディスクテーブル１１上に、その回転軸１１ａとフレキシブルディスクの中心軸と
が一致した状態で保持される。後述するように、ディスクテーブル１１はメインフレーム
１３の表面上で回転自在に支持されている。従って、ディスクテーブル１１の回転軸１１
ａの軸方向Ｂは、メインフレーム１３の厚み方向（上下方向）と平行になっている。ディ
スクテーブル１１は、後述するようにメインフレーム１３の凹部に設けられたスピンドル
モータ（ＤＤモータ）３００によって回転駆動され、これによってフレキシブルディスク
の磁気記録媒体が回転する。また、メインフレーム１３の裏面には、多数の電子部品が搭
載された１以上のプリント配線基板（図３参照）が取り付けられている。
【０００７】
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フレキシブルディスクドライブは、フレキシブルディスクの磁気記録媒体に対してデータ
の読出し／書込みを行うための上下一対の磁気ヘッド１４（上側磁気ヘッドのみを図示す
る）を備えている。磁気ヘッド１４は、フレキシブルディスクドライブの背面側に設けら
れたキャリッジアセンブリ１５にその先端で支持されている。すなわち、キャリッジアセ
ンブリ１５は、上側磁気ヘッド１４を支持する上側キャリッジ１５Ｕと下側磁気ヘッドを
支持する下側キャリッジ１５Ｌとを有する。キャリッジアセンブリ１５は、メインフレー
ム１３の表面上で後述するようにメインフレーム１３から離隔して配置されており、磁気
ヘッド１４をその先端でフレキシブルディスクに対して所定の半径方向（図１及び図２の
矢印Ｃで示す方向）に沿って移動可能に支持している。
【０００８】
また、メインフレーム１３の背面側の側壁１３１には、ステッピングモータ１６が固定さ
れている。ステッピングモータ１６はキャリッジアセンブリ１５を所定の半径方向Ｃに沿
ってリニアに駆動する。詳細に説明すると、ステッピングモータ１６は所定の半径方向Ｃ
と平行に延在する回転軸（駆動軸）１６１を有し、この回転軸１６１には雄ネジが切られ
ている。この回転軸１６１の先端１６１ａは、メインフレーム１３の表面から切り起こし
により立設された曲げ部１３２に空けられた穴１３２ａを貫通し、スチールボール１６２
が設けられる。この穴１３２ａとスチールボール１６２とによって、回転軸１６１は所定
の半径方向Ｃと平行に延在するように規制され、かつその先端１６１ａは回転可能に保持
される。
【０００９】
一方、キャリッジアアセンブリ１５は、下側キャリッジ１５Ｌから回転軸１６１まで延在
したアーム１５１を有し、このアーム１５１の先端１５１ａは回転軸１６１の雄ネジの谷
の部分に係合する。一方、このアーム１５１と実質的に平行に下側キャリッジ１５Ｌから
バネ１５５が延在している。すなわち、アーム１５１とバネ１５５とによってステッピン
グモータ１６の回転軸１６１を挟んでいる。
【００１０】
従って、ステッピングモータ１６の回転軸１６１が回転すると、このアーム１５１の先端
１５１ａが回転軸１６１の雄ネジの谷の部分に沿って動かされ、これによってキャリッジ
アセンブリ１５自体が所定の半径方向Ｃに沿って移動する。とにかく、ステッピングモー
タ１６はキャリッジアセンブリ１５を所定の半径方向Ｃに沿ってリニアに移動させるため
の駆動手段として働く。
【００１１】
ステッピングモータ１６の回転軸１６１がキャリッジアセンブリ１５の一方の側に設けら
れているので、キャリッジアセンブリ１５の一方の側はこの回転軸１６１によってメイン
フレーム１３から離隔した状態で、移動可能に支持される。しかしながら、この回転軸１
６１による支持だけでは、キャリッジアセンブリ１５全体をメインフレ－ム１３の表面か
ら離隔して配置することはできない。そのため、ガイドバー１７によって、キャリッジア
センブリ１５の他方の側でキャリッジアセンブリ１５を支持しながら案内する。ガイドバ
ー１７はキャリッジアセンブリ１５を間に挟んで、ステッピングモータ１６の回転軸１６
１とは逆側に設けられている。ガイドバー１７は所定の半径方向Ｃに対して平行に延在し
、メインフレーム１３の表面上で一端１７１および他端１７２が後述するように固定され
、キャリッジアセンブリ１５を所定の半径方向Ｃに沿って案内する。これによって、キャ
リッジアセンブリ１５全体がメインフレーム１３の表面から離隔して配置される。
【００１２】
尚、キャリッジアセンブリ１５からこのガイドバー１７側へフレキシブル・プリンテッド
・サーキット（ＦＰＣ）１５２が延在しており、このＦＰＣ１５２はメインフレーム１３
の裏面に取り付けられたメインプリント配線基板（後述する）に電気的に接続される。
【００１３】
ガイドバー１７はメインフレーム１３の表面でガイドバークランプ１８によって挟持され
ている。ガイドバークランプ１８はその中央部でメインフレーム１３の表面にバインド子
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ネジ１９によって固定されている。詳細に説明すると、ガイドバークランプ１８はガイド
バー１７より少しだけ長い矩形固定部材１８０を有し、矩形固定部材１８０のほぼ中央に
はバインド子ネジ１９のネジ軸１９０が通過できる程度の穴１８０ａが穿設されている。
矩形固定部材１８０の一端１８０ｂおよび他端１８０ｃからは、それぞれ、ガイドバー１
７の一端１７１および他端１７２を挟持するための一対のアーム１８１および１８２が延
在している。
【００１４】
ガイドバークランプ１８は単にガイドバー１７を挟持しているだけなので、これだけでは
ガイドバー１７をメインフレーム１３の表面に固定することはできない。このために、ガ
イドバー１７の両端１７１および１７２の位置を規制するための一対の位置決め部材が必
要である。この一対の位置決め部材としては、メインフレーム１３の一部をメインフレー
ム１３の表面側に切り起こして形成した一対の曲げ部２０１および２０２を使用している
。
【００１５】
キャリッジアセンブリ１５の下側キャリッジ１５Ｌは、キャリッジアセンブリ１５をガイ
ドバー１７に沿って摺動可能に支持する支持枠としても働く。下側キャリッジ１５Ｌはガ
イドバー１７側へ突出した突出部（図示せず）を有し、この突出部中にガイドバー１７が
摺動可能に嵌入されている。
【００１６】
フレキシブルディスクドライブは、イジェクトプレート２１とディスクホルダ２２とを更
に有する。メインフレーム１３、イジェクトプレート２１、及びディスクホルダ２２は、
金属板に打抜き加工、プレス加工、曲げ加工等を施すことにより形成される。
【００１７】
イジェクトプレート２１は、フレキシブルディスクの挿入方向Ａおよびその逆方向（前後
方向）に沿ってスライド自在なように、メインフレーム１３上に備えられている。イジェ
クトプレート２１は、後述するように、フレキシブルディスクドライブの作動時に、ディ
スクホルダ２２と協働してフレキシブルディスクを保持する。また、イジェクトプレート
２１は、フレキシブルディスクを挿入方向Ａに沿ってフレキシブルディスクドライブ内に
挿入することを可能とし、或いはフレキシブルディスクを挿入方向Ａと逆方向に沿ってフ
レキシブルディスクドライブ内からの取り出すことを可能とするために、挿入方向Ａに沿
ってフレキシブルディスクが摺動自在なようにフレキシブルディスクを保持する。イジェ
クトプレート２１には、互いに対向する一対の側壁２１０が形成されている。この両側壁
２１０の各々には、一対のカム部２１１が形成されている。また、イジェクトプレート２
１の底面には、両側壁２１０に沿って切抜き部２１２が形成され、イジェクトプレート２
１の底面中央部には、ディスクテーブル１１を取り囲むように略Ｕ字状の切欠き部２１３
が形成されている。更に、イジェクトプレート２１の下面には、ピンが設けられており、
このピンは、イジェクトレバーの係止部と係合する。
【００１８】
ディスクホルダ２２は、イジェクトプレート２１上に配置されている。ディスクホルダ２
２には、主表面２２０と、この主表面２２０の両側端で互いに対向した一対の側壁２２１
が形成されている。この両側壁２２１には、それぞれ突片２２２（一方のみ図示）が形成
されている。これらの突片２２２は、イジェクトプレート２１の切抜き部２１２を通じて
メインフレーム１３の穴１３３内に挿通される。この突片２２２がメインフレーム１３の
穴１３３内に挿通されることにより、ディスクホルダ２２は、メインフレーム１３に対す
る挿入方向Ａの位置が決められるのと同時に、ディスクホルダ２２は、ディスクテーブル
１１の回転軸１１ａの軸方向Ｂに沿って往復動自在となる。また、両側壁２２１の各々に
は、一対のピン２２３が設けられている。このピン２２３は、イジェクトプレート２１の
側壁２１０に形成されたカム部２１１内に挿通される。ディスクホルダ２２とイジェクト
プレート２１との間には、イジェクトバネ２３が架設されている。
【００１９】
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尚、本例の場合、ディスクホルダ２２に突片２２２を設け、メインフレーム１３に穴１３
３を設けてあるが、これに限らず、メインフレームに突片を設け、ディスクホルダに穴を
設けて構わない。
【００２０】
また、ディスクホルダ２２は、その挿入方向Ａの奥側中央部に、キャリッジアンセンブリ
１５の上側キャリッッジ１５Ｕと対応する位置に、所定の半径方向Ｃに延在した略矩形状
の開口部２２４が設けられている。この開口部２２４を囲むように、その周囲にディスク
ホルダ２２の主表面２２０から上方に盛り上がった、略Ｕ字形状の盛り上がり縁２２５が
形成されている。一方、キャリッジアンセンブリ１５は、側方に延びる一対の側方アーム
１５３を備え、この側方アーム１５３は盛り上がり縁２２５の上に位置する。後述するよ
うに、フレキシブルディスクがディスクホルダ２２からイジェクトされた状態では、この
側方アーム１５３が盛り上がり縁２２５と係合し、これによって上下一対の磁気ヘッド１
４同士が互いに離される。さらに、ディスクホルダ２２は、その挿入方向Ａの奥側で開口
部２２４から右よりに、後述するイジェクトレバーのレバー部の回動を許すような形状の
開口部２２６も有している。
【００２１】
メインフレーム１３上には、キャリッジアセンブリ１５の近傍に、イジェクトレバー２４
が回動自在に設けられている。詳細に述べると、メインフレーム１３には、その表面から
上方に延びるロッド状ピン１３４が立設している。イジェクトレバー２４は、ロッド状ピ
ン１３４が嵌め込まれる筒状部２４０と、この筒状部２４０から径方向に延在するアーム
部（レバー部）２４１と、このアーム部２４１の自由端に設けた上方に延在する突起部２
４２と、アーム部２４１の自由端側から周方向に延びる円弧状の係止部２４３とを有して
いる。イジェクトレバー２４には、筒状部２４０の周りにイジェクトレバーバネ２５が装
着され、このイジェクトレバーバネ２５は、イジェクトレバー２４を図面上、反時計回り
に付勢している。イジェクトレバー２４の突起部２４２は上記ディスクホルダ２２の開口
部２２６に遊嵌されている。また、この突起部２４２は、後述するフレキシブルディスク
のシャッタの右側上端縁と係合して、シャッタの開閉を制御する。尚、ロッド状ピン１３
４の先端には、図２に示されるように、ネジ２６が捩じ込まれており、これによってイジ
ェクトレバー２４がロッド状ピン１３４から抜けるのを防止している。
【００２２】
また、図２に示すように、メインフレーム１３の下面側には、ロアケース７０が取り付け
られている。さらに、メインフレームの前端部には、フロントパネル２７が取り付けられ
ている。フロントパネル２７は、フレキシブルディスクを出し入れする開口２７１と、こ
の開口２７１を開閉する扉２７２とを備えている。また、このフロントパネル２７には、
イジェクトボタン２８を部分的に外部へ突出させるための角穴２９が形成されている。図
１に示すように、イジェクトボタン２８は、イジェクトプレート２１の前端で前方に突き
出ている突起部２１４に嵌め込まれている。
【００２３】
次に、図３を参照して、図１および図２に示されたフレキシブルディスクドライブに使用
されるメインフレーム１３について説明する。図３はメインフレーム１３を斜め側方下方
から見た斜視図である。
【００２４】
図３から明らかなように、図示のメインフレーム１３は、フレキシブルディスクが挿入さ
れるメインフレーム部分１３－１と、この挿入されたフレキシブルディスクを回転駆動す
るためのスピンドルモータ３００を搭載するモータフレーム部分１３－２とを一体に１ピ
ースで構成されている。つまり、メインフレーム１３はモータフレームを兼ねる。
【００２５】
ここで、モータフレーム部分１３－２は、絞り加工による絞り込みの形状を有している。
これは、裏面（底面）側から見ると、モータフレーム部分１３－２が裏面（底面）側に突
出した構造である。モータフレーム部分１３－２には、裏面（底面）側から見た場合に頂
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上面となる部分に、スピンドルモータ３００のリード線を引き出すための開口部１３－２
ａが形成されている。
【００２６】
尚、図３に示されたモータフレーム部分１３－２の絞り込み形状は、円形をしているが、
これに限定されず、深さや材質により多角形、楕円形であっても良い。また、フレーム部
分１３－２の絞り込み形状における絞り逃げ形状も、図示のものに限定されず、種々の形
状であっても良い。さらに、モータフレーム部分１３－２とメインフレーム１３－１との
繋ぎ方も図示のものに限定されないのは勿論である。
【００２７】
図示のフレキシブルディスクドライブは、スピンドルモータ３００の駆動を制御するため
に必要な周波数発生パターンを削除すること、すなわち、それを形成するためのプリント
配線基板を削除することにより、上述のような形状のメインフレーム１３の採用を可能に
している。また、周波数発生パターンを削除することにより、スピンドルモータ３００の
ロータの永久磁石の底面部に施されているモータサーボ用着磁も不要となっている。その
代わりに、図示のフレキシブルディスクドライブは、周波数発生パターンを用いた場合と
等価な機能を発揮する電子的処理手段を備えている。なお、このような電子的処理手段の
詳しい動作については、前述した特開２００１－１７８１８５号公報に開示されているの
で、ここではその説明を省略する。
【００２８】
図示のフレキシブルディスクドライブのメインプリント配線基板３０は、メインフレーム
１３のメインフレーム部分１３－１の裏面側に取り付けられる。図３に示されるように、
このメインプリント基板３０は、モータフレーム部分１３－２に重ならない形状を有して
いる。そして、メインプリント配線基板３０は、その表面３０ａがメインフレーム部分１
３－１の裏面から所定の距離だけ離れた状態で、その裏面３０ｂがモータフレーム部分１
３－２の頂上面よりもメインフレーム部分１３－１の裏面に近く（低く）なるように、メ
インフレーム部分１３－１から切り起こされ、その先端部にネジ穴が形成された支持片（
図示せず）にネジ３３で固定される。
【００２９】
以上の様な構成により、本発明者によって提案されたフレキシブルディスクドライブは、
部品点数の削減と、組立工程の削減を実現している。
【００３０】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、フレキシブルディスクドライブは、その前面にフロントパネルが取り付
けられる。ところが、パソコンメーカーでは、パソコンの筐体の一部を、そのままフレキ
シブルディスクドライブのフロントパネルとして利用したい場合がある。この様な場合、
フレキシブルディスクドライブは、フロントパネルが取り付けられていない状態、即ち、
図４のものにイジェクトボタンとアッパーカバーを取り付けた状態、で出荷される。
【００３１】
フロントパネルが取り付けられている状態では、イジェクトボタンに想定外の外力、即ち
、その移動方向（前後方向）と異なる方向の外力（特に下向きの外力）が加わえらたとし
ても、イジェクトボタンがフロントパネルの角穴の縁に突き当たり、その移動は阻止され
る。従って、イジェクトボタンに外力が加えられたことによって、イジェクトプレートが
塑性変形するようなことは、ほとんどない。
【００３２】
一方、フロントパネルが取り付けられていない状態では、イジェクトボタンに想定外の方
向から外力が加えられると、イジェクトボタンを支えるものが存在しないので、イジェク
トプレート（特に突起２１４の付け根付近）が塑性変形してしまうことが多々あるという
問題点が有る。そして、これは、パソコン等へのフレキシブルディスクドライブの組み込
みを困難又は不可能にするという問題をもたらす。
【００３３】
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そこで、本発明は、フロントパネルが取り付けられていなくても、イジェクトボタンに加
えられた外力によるイジェクトプレートの塑性変形を防止することができるフレキシブル
ディスクドライブのイジェクトボタンのガイド構造を提供することを目的とする。
【００３４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一態様によれば、上面及び下面を備えるメインフレーム（１３Ａ）と、該メイ
ンフレームの上面側に前後方向へ移動可能に配設されるイジェクトプレート（２１Ａ）と
、該イジェクトプレートに取り付けられるイジェクトボタン（２８Ａ）と、前記メインフ
レームの下面を覆うためのロアカバー（７０Ａ）とを備えたＦＤＤに用いられるＦＤＤイ
ジェクトボタンガイド構造において、

前記メインフレーム又は前記ロアカバーに、
イジェクトボタンをガイドするためのガ

イド片（ を設けたことを特徴とするＦＤＤイジェクトボタンガイド構造が得られ
る。
【００３５】
上記ＦＤＤイジェクトボタンガイド構造において、前記ガイド片は、前記メインフレーム
又は前記ロアカバーから切り起こされて形成されている。
【００３６】
より具体的には、前記ガイド片は、前記イジェクトボタンの底面に接触又は所定の距離を
置いて対向するように形成されている。
【００３８】
なお、上記括弧内の参照符号は、本発明の理解を容易にするために記載したものであって
、本発明を何ら限定するものではない。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００４０】
図５乃至図７を参照して、本発明の一実施の形態に係るイジェクトボタンガイド構造が適
用されるフレキシブルディスクドライブについて説明する。
【００４１】
図５はフレキシブルディスクドライブに用いられるメインフレーム１３Ａの斜視図である
。図６は図５に図示したメインフレーム１３Ａの下面（底面）を覆うロアカバー（下蓋）
７０Ａの斜視図である。図７は図５に図示したメインフレーム１３Ａと図１４に図示した
ロアカバー７０Ａとを組み合わせた状態の斜視図である。
【００４２】
図５から明らかなように、図示のメインフレーム１３Ａは、磁気ヘッド１４（図１）を保
持するキャリッジアセンブリ１５（図１）と、このキャリッジアセンブリ１５を所定の半
径方向Ｃに沿って摺動させるためのステッピングモータ１６（図１）と、挿入されたフレ
キシブルディスクを回転駆動するためのスピンドルモータ３００（図１）の実質的に半分
に相当する部分のみとを搭載する寸法を有している。すなわち、メインフレーム１３Ａは
、フレームの前方部が削除された構造を有している。
【００４３】
ここで、キャリッジアセンブリ１５やステッピングモータ１６、スピンドルモータ３００
等は、フレキシブルディスクドライブを構成する部品の中で、その機能を発揮（特性を維
持）する上で比較的高い精度が要求される部品（以下、「高精度部品」と呼ぶ。）である
。本実施の形態では、このような高精度部品をメインフレーム１３Ａ上に搭載するように
している。
【００４４】
メインフレーム１３Ａにおいてフレームの前方部の構造を削除したので、この部分を何ら
かの形（手段）で補う必要がある。そこで、本発明では、ロアカバー７０Ａに、この削除
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したフレームの前面部に相当する機能をもつサブフレームとしての機能を持たせるように
した。この削除したフレームの前方部に相当する機能には、イジェクト機構のスライドガ
イド構造部分などがある。このイジェクト機構のスライドガイド構造部分は、フレキシブ
ルディスクドライブを構成する部品の中で、その機能を発揮（特性を維持）する上で比較
的精度が低くても良い部品（以下、「低精度部品」と呼ぶ。）である。
【００４５】
図６に示すように、ロアカバー７０Ａは、主表面７００と、この主表面の両側端で互いに
対向した一対の側壁７０１とを有する。イジェクト機構のスライドガイド構造部分を構成
するため、主表面７００は、その前方部に上方に盛り上がった第１及び第２の盛り上がり
部７０２，７０４を持つ。第２の盛り上がり部７０４は、挿入方向Ａに延在するＬ字形の
開口７０４ａを持つ。また、ロアカバー７０Ａの一対の側壁７０１は、互いに内側へ切り
起こして形成された一対のサイドストッパー７０３を持つ。さらに、ロアカバー７０Ａの
主表面７００は、その右側前方部で上方に突出するように切り起こして形成された曲げ部
７０５を持つ。この曲げ部７０５は、後述のイジェクトプレート２１Ａの下面に当接する
肩７０５ａと、Ｌ字形のフック部７０５ｂとを持つ。
【００４６】
図５のメインフレーム１３Ａとロアカバー７０Ａとを組み合わせると図７のようになる。
このメインフレーム１３Ａの上には、後述のイジェクトプレート２１Ａが設けられる。前
述したように、メインフレーム１３Ａには、フレームの前面部の構造がないので、単に、
イジェクトプレート２１Ａをメインフレーム１３Ａ上に設置しただけでは、衝撃等でのイ
ジェクトプレート２１Ａの撓りや変形等の発生を防止することができない。そこで、本発
明では、イジェクトプレート２１Ａが変形してイジェクト動作が不具合になるのを防止す
るための工夫を、上述したロアカバー７０Ａと、イジェクトプレート２１Ａとに施してい
る。
【００４７】
詳述すると、イジェクトプレート２１Ａは、図８に示すように、その前端に下方に突出す
る第１の突起２１５を持つ。この第１の突起２１５は、僅かの隙間を空けてロアカバー７
０Ａの第１の盛り上がり部７０２の上方に配置される。換言すれば、イジェクトプレート
２１Ａが摺動する間、第１の突起２１５は、第１の盛り上がり部７０２上を隙間を空けて
移動することになる。なお、イジェクトプレート２１Ａは、ロアカバー７０Ａのサイドス
トッパー７０３上を摺動する。
【００４８】
また、イジェクトプレート２１Ａは、その前端で下方に突出する第２の突起２１６を持つ
。この第２の突起２１６は、ロアカバー７０Ａの第２の盛り上がり部７０４に当接する肩
２１６ａと、Ｌ字形の開口７０４ａに挿入されるＬ字形のフック部２１６ｂとを持つ。す
なわち、第２の盛り上がり部７０４と第２の突起２１６との組合わせによって、１つのス
ライドガイド構造部分が構成されている。
【００４９】
さらに、イジェクトプレート２１Ａは、その底面の右側前面部で挿入方向Ａに延在するＬ
字形の開口２１７ａを持つ。開口２１７ａには、ロアカバー７０ＡのＬ字形のフック部７
０５ｂが挿入される。すなわち、イジェクトプレート２１ＡのＬ字形の開口２１７ａと曲
げ部７０５との組合せによって、もう１つのスライドガイド構造部分が構成されている。
【００５０】
このようにして、本実施の形態では、メインフレーム１３Ａとサブフレームとして働くロ
アカバー７０Ａとの組み合わせによって１つのフレームとして機能を果たすようにしてい
る。
【００５１】
さて、図８を参照すると、イジェクトプレート２１Ａは、さらにその前端部に、イジェク
トボタンを取り付けるための突起２１４ａを備えている。この突起２１４ａは、一対のア
ーム２１８と、それを支持する基部２１９とを含む。また、基部２１９には、従来と同様
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、イジェクトボタンのフック部と係合する開口が形成されている。
【００５２】
図９に、本実施の形態に用いられるイジェクトボタン２８Ａを示す。図９のイジェクトボ
タン２８Ａは、イジェクトプレート２１Ａのアーム２１８を受け入れるための空間を規定
する。また、イジェクトボタン２８Ａは、イジェクトプレート２１Ａの基部２１９に形成
された開口に挿入される一対の突起２８１，２８２を有している。突起２８２の先端には
、基部２１９の開口に挿入され係合するフック部２８３が形成されている。突起２８１及
び２８２を基部２１９に形成された開口へ挿入する際に、突起２８２が変形可能であるよ
うに、突起２８２と２８３との間にはギャップが形成され、また、突起２８３の付け根に
は一対のスリットが形成されている。また、イジェクトボタン２８Ａの一方の側壁には、
スリット２８４が形成されている。このスリット２８４は、イジェクトプレートの移動方
向と平行となるよう形成されている。なお、スリット２８４の長さを所定の長さ以上にす
るために、このイジェクトボタンのスリット２８４が形成された側壁は、他方の側壁より
長く構成されている。
【００５３】
再び、図６（又は図７）を参照すると、ロアケース７０Ａの前端部であって、イジェクト
ボタン２８Ａに対応する位置には、第１及び第２のガイド片７０６及び７０７が、切り起
こし（及び曲げ）により形成されている。
【００５４】
第１のガイド片７０６は、Ｌ字型に折り曲げられており、図１０に示すように、その先端
の少なくとも一部がイジェクトボタン２８Ａのスリット２８４内に位置するように形成さ
れている。他方、第２のガイド片７０７は、図１１に示すように、その先端がイジェクト
ボタン２８Ａの底面にわずかに隙間を空けて対向するように形成されている。ガイド片７
０６及び７０７は、イジェクトプレート２１Ａが、フレキシブルディスクドライブの前後
方向に自由に移動できるよう、イジェクトボタン２８Ａに接触しないことが望ましいが、
わずかに接する程度であれば実用上問題はない。
【００５５】
イジェクトプレートが前後方向に移動する際、ガイド片７０６は、スリット２８４内をそ
の長さ方向に沿って移動する。また、ガイド片７０７は、所定の距離を保ったまま、イジ
ェクトボタン２８Ａの底面に対向する。
【００５６】
イジェクトボタン２８Ａに、前後方向とは異なる方向の外力、特に下向きの外力が加えら
れると、イジェクトプレートが僅かに弾性変形し、イジェクトボタン２８Ａがほんのわず
かに移動する。このとき、ガイド片７０６及び７０７は、イジェクトボタン２８Ａに接触
支持し、その外力による移動を妨げる。これによって、イジェクトプレート２１Ａの塑性
変形が防止される。
【００５７】
本発明は上述した実施の形態に限定せず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の変更
・変形が可能なのは勿論である。例えば、本発明は、図１の構成を有するフレキシブルデ
ィスクドライブにも適用可能である。この場合、ガイド片７０６及び７０７は、メインフ
レームに形成することもできる。また、上記実施の形態では、２つのガイド片７０６及び
７０７を設けたが、いずれか一方だけを設けるようにしてもよい。また、上記実施の形態
では、イジェクトボタン２８Ａにガイド片７０６に対応するスリット２８４を設けるよう
にしたが、スリットに代えて溝を形成してもよい。
【００５８】
【発明の効果】
本発明によれば、メインフレーム又はロアカバーに、イジェクトボタンをガイドするため
のガイド片を設け、このガイド片に、イジェクトボタンに外力が加えられたときにイジェ
クトボタンを支持させるようにしたことで、フロントパネルがなくても、イジェクトプレ
ートの塑性変形を防止することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】発明者が以前提案した３．５インチ型フレキシブルディスクドライブの主要部の
分解斜視図である。
【図２】図１のフレキシブルディスクドライブの主要部にロアカバーとフロントパネルを
取り付けた状態を示す斜視図である。
【図３】図１のフレキシブルディスクドライブに用いられるメインフレームとメインプリ
ント配線基板とを示す斜視図である。
【図４】図２のフレキシブルディスクドライブからフロントパネルを取り去った状態を示
す斜視図である。
【図５】本発明の一実施の形態に係るイジェクトボタンガイド構造が適用されるフレキシ
ブルディスクドライブに用いられるメインフレームの斜視図である。
【図６】図５のメインフレームと組み合わされるロアカバーの斜視図である。
【図７】図５のメインフレームと図６のロアカバーとを組み合わせた状態を示す斜視図で
ある。
【図８】図５のメインフレーム及び図６のロアカバーと組み合わされるイジェクトプレー
トを示す斜視図である。
【図９】図８のイジェクトプレートに取り付けられるイジェクトボタンの斜視図である。
【図１０】図９のイジェクトボタンとガイド片との位置関係を示す図である。
【図１１】図９のイジェクトボタンと他のガイド片との位置関係を示す図であって、底面
側から見た斜視図である。
【符号の説明】
１３Ａ　　　メインフレーム
２１Ａ　　　イジェクトプレート
２８Ａ　　　イジェクトボタン
２８１，２８２　　　突起
２８３　　　フック部
２８４　　　スリット
７０Ａ　　　ロアカバー
７０６，７０７　　　ガイド片
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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